令和７年度　永平寺町総合教育会議　議事録（抜粋）
	日時
	令和８年３月２５日（水）１０：００～１１：４５

	場所
	消防ホール

	出席者
	河合町長、竹内教育長
桑原教育委員会委員、鈴木教育委員会委員、竹林教育委員会委員
各小中学校長
山口学校教育課長、吉川指導主事、源野生涯学習課長、森下図書館長、多田総務課長、清水総務課参事
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	＜町民指標唱和＞
＜町長あいさつ＞
＜各小中学校スクールプラン、教師の指導力向上事業プランの説明＞
＜学校教育方針・社会教育方針の説明＞

＜意見交換＞
松岡小学校と松岡中学校の校内サポートルームについて質問です。
どのような児童生徒がどのような指導体制で学んでいるのかということと、サポートが必要な生徒が松岡小学校から松岡中学校に上がる際の連携について教えてください。
松岡中学校では令和６年７年とやっております。使う生徒は本当に様々です。
その中でも、エネルギーがなくなっている子、家から一歩も出れないような子はサポートルームを活用します。エネルギーが溜まってきて、自分で個別に勉強したいという子は学校教育支援員さんが勉強をみてくれるという体制で、色々なパターンに対応しています。
小学校６年生の子は、事前に中学校を見に来ています。「これならやっていけそう。」と安心して帰っていかれたことを報告します。
人との関わりが苦手で、教室に足を向けられなかった子が、サポートルームができたことで、自分の居場所を見つけられることができました。支援の先生と計画を立てて学習を進めています。教室とはオンラインでつながっていて、いつでも授業に参加できる形になっています。
４月当初、サポートルームにいた子が、途中から教室に行けるようになったこともあります。
　県としては、拡大する方向性ですか？
　県としては拡げたいと考えているようです。現在は、他の７校でも保健室登校など、サポートルームのような役割を担っていただいており、感謝しています。

　指導主事訪問の感想です。
研究授業を見に来る若い先生方が多くなって、とてもいいことだと思いました。それをいかに自分の授業に合わせたものにしていくかが大きな課題で、今後とも、ご指導をお願いします。
学校へ行った時に、色んな気遣いができる先生に育てて欲しいと思う時がありました。校長先生方の目配りをお願いします。
行政は、みんな名札をしていますが、これは大事な事だと思っています。お客さんや、他校に行った時にも自分のことを分かってもらえるし、先生方が自覚をもつ事が、今、おっしゃられたことに繋がっていくのではないかと思います。ぜひ、検討していただきたいと思います。
　
　よく、現場の先生から教員不足の声が耳に入ってきます。
　定年延長で色々な現場を経験してきた先生を、いかに活かしていくのかが大事です。指導主事訪問の時に、役職定年になった先生の授業を見て、「ぜひこれを若手の先生に見て欲しい。」と思いました。校長先生方も情報共有していただきたいと思います。

部活動は、引き続き、送りの時のサポートをさせていただきます。地域移行については、市に合わせようとしても規模が違いますので、スポーツ協会や生涯学習課と協議をしながらやっていきたいと思います。

児童クラブは、今まで町長部局が所管していましたが、教育委員会部局となります。「この部分は教育委員会がいいんじゃないか。この部分は、福祉でやった方がいいんじゃないか。」ということを議論したいと思っています。
生涯学習課と地域づくり応援課も業務が近くなっており、生涯学習は町長部局、歴史や文化は教育委員会部局が担当するなど、皆さんの意見をお聞きしながら、どういうやり方がいいのかを見定めていきたいと思います。

役場の建物は、建て替えるつもりは一切なくて、既存の施設に分散できないか考えています。教育委員会も永平寺支所や志比北小学校に行くかも分かりません。色々な地区に役場の職員がいることが、その地域の安心も繋がると思います。

文化振興事業ですが、町は喜んでいただけると思って企画しても、毎回異論が出ます。これについて、公民館とか校長先生達に「こういうことをしたらいいんじゃないか。」などのご意見をもらえないかと思っています。校長先生が、「子供たちにこういうのを見せてあげたい。」とか「こういう経験をさせてあげたい。」という意見をもらえればいいなと思います。

あと、各部活動、皆さん頑張って全国大会とか行っていますが、美術部に町関係のデザインをしてもらうとか、音楽関係の部活に町の音楽作ってもらおうとか。忙しい時は断ってもらってもいいので、そういうことができないかなと思っています。
そのような依頼は、あらかじめ年間の見通しをいただけると対応しやすいです。そういう場があれば、参加したいっていうのもあると思います。

それと、４月１日から自転車の法律が厳しくなります。１６歳からは青切符も切られることになります。町は自転車通行のための矢羽根を整備します。子供達に自転車の指導をお願いします。

　何か負担になっている行事とかはありませんか？昔は町全体の立志式とかをやっていましたが、校長先生から、「止めてください。」と言われて止めました。あと、子供議会も学校の負担が大き過ぎて、校長先生から言われて、すぐに止めました。

給食センターは、８年度内に方向性を出します。上志比は、もう給食センターでやってますが。どう思いますか？
松岡小は食数が多いので、調理員さんが大変だと思います。感謝しかないです。美味しいし、子供達との触れ合いもあって「いいなあ。」と思いますけど、調理員さんのことを考えると、少ない人数でやるよりも集まった方が、色んな面でいいのかなと思います。
何を優先するかですね。安全安心の部分を絶対と言われたら、給食センターの方が、場所も広いし衛生面でもいいのかなと思います。調理員さんの数が少ないと、ものすごく忙しく、焦りながら作業することで、ミスが増える。ただ、優先順位を「おいしい」とか「におい」って言われてしまうと、自校の方がいいと思います。
給食センターの視察に行かれたことありますか？ぜひ、１回校長先生に行って欲しい。センターに行ってみたら味は遜色ない。あと、永平寺町は単価が高いです。それと、給食センターにすると地産地消率がものすごく上がります。食育も充実していて、お便りの中で料理の意味とか歴史とかを伝えています。
パックに入ったおかずで、ご飯は自分で持って行くから冷たいなど、昔の給食センターのイメージがあるでしょうけど、現場を見てもらえれば考えが変わると思います。町としては、今、これを検討しておかないと、将来に負担を残すことになると思います。上志比の給食センターでさえ、今の基準では狭すぎるので、調理員さんが工夫してＨＡＣＣＰに準じた衛生管理をしています。ただ、準ずるということはものすごく労力を使います。アレルギーについても、専用ルームで担当する調理員さんがしっかり対応してくれるようになります。教育委員会が調査して、調査結果を基に説明に上がります。

＜校長会長あいさつ＞

＜閉会＞




